


地域の全消害者(c‐1・
…脇)にっャヽて″。を足 レ合わせたものを不効用の総和Dと すると、地域の社会的厚生

を高めるということはDを 最小化することにほかならない。よって (4)式 に示す最適化問題の解が、地域

に供給される各商業コンプレックスが備えるべき特性の値となる。
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4.分 析

本章では主として商業コンプレツクスの特性が消費者の選択行動に及ぼす影響に注目するが、実際上の問

題では空間移動制約としての交通費の影響も無視できない。そこで特性zに ついての分析(分析 1)、特性zと

交通費〃wの 影響を考慮 した分析(分析 2)を行う。分析 1で は(1)消費者の特性空間上の分布についての分析、

(2)商業コンプレックスの供給数について①新規に3件立地させる、②新規に4件立地させる、③地域におい

て最適な特性を持つ3件が立地しているところに新たに1件立地させる、と変化させた分析を行うとまた分

析2では(1)交通費の項の重みすと飽和的性質を持つ特性の項の重みτを変化させた場合の影響、の商業コン

プレックスの立地場所を変化させた場合の影響について分析する。  ど

10000人 の消費者が居住する地域を仮想する。 1つ の特性zを 次

元にとれば、消費者、商業コンプレックスは他次元で構成される特

性空間のどこかに位置することとなる。以下では特性zと して考慮

するものは2種 類 (【 =2)と する。特性空間を 10X10の メッ

シユで切り、各座標の範囲を-9～ 9として作成したものが図1で
ある。図1ではそれぞれのメッシュが示す特性値(zを,z:)を理想値と Y

する消費者が均等に 100人 ずつ存在することを意味する。地理空間

(平面)に ついても 10X10の メッシュで切 り、各座標の範囲を
-9～ 9と する。これを図2に 示す。図2で はそれぞれのメッシュ

(場所)に 住む消費者 (100人ずう均分に居住するものと仮定する)

の特性zl、z2の理想値を示しており、数力所ある黒点は商業コンプ

レックスの立地場所を示す。そ して、 す、 τの値を適当に設定 した ど

上で(4)式の最適解(ケ!,zP)を求める。その際に各商業コンプレッ

クスが特性空間及び地理空間のどの辺 りの消費者を集客圏として獲

得するか、またその時の地域の総不効用を調べる。図 3,図 4は 図

1の特性分布、図2の 地理分布、す‐05、 τ車1を与えたのとき各

商業コンプレックスの集客圏の分布の結果を表している。

分析の主な結果として次のことが明らかになった。①消費者の暗 Y

好が全体として偏つているほど、商業コンプレックスの特性の最適

解も全体的にそれに近づき、総不効用は減少する。②最適な特性を

備えた商業コンプレックスが立地している地域に新規に立地を考え

る場合、社会的厚生はあまり上がらない。③商業コンプレックスが

地理空間上で集中して立地すると消費者の選択行動には暗好の影響

が顕著に現れ、散らばって立地すると交通費の影響が強く現れる。

5. :るォ)りに

消費行動の多様性を考慮する上で消費者の効用における飽和的性質に着目し、これより地域における商業

コンプレックスの整備方策のための基礎的な知見を得ることができた。なお実際上の問題として飽和的性質

の仮定の妥当性、効用関数の特定などにういて今後検討を加える必要がある。
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